
NO.6 HOT REPORT A r c h i t e c t  C o l u m n

階段の途中に設けたスタディスペース

子どもの成長に合わせて仕切れる間取り

「コミュニケーション（後篇）」Column’s Theme

庭は開放感あふれるスペースで、遊びやバー
ベキューなど家族みんなで楽しめる空間にな
ります。お花を育てたり、虫や鳥を観察した
りと庭も立派な学びの場です。

2Fに家族で使うスタディ&ライブラリーコーナーを設けるのも良いでしょ
う。窓からのんびりと外の景色を眺めながら読書にふけったり、家族や兄
弟で勉強を教え合ったり、一緒にパソコンで調べ物をしたり、隣で仕事を
する両親の姿を見せる事もできます。

お子様が小さい時は大空間のキッズルームで、成長に合わせて可
動収納や可動間仕切りで部屋を分けることができる間取りが便
利です。
個室を快適な空間にしすぎるとお子様が部屋にこもってしまい、
家族がリビングに集まり団らんする時間が減ってしまうので、部
屋づくりの際には気をつけましょう。

子ども部屋

ファミリースペース

ガーデン

寒色系：精神的にも落ち着き、集中しやすい
暖色系：神経が高ぶりやすい
学習机の正面に淡い寒色の壁があると集中して勉強ができます。

学力に大きな差をつける要素である睡眠は、不足しても多すぎても
学力の低下につながります。そのために、遮音・遮光がしっかりで
き、朝日が入りやすい部屋で睡眠環境を整えることが大切です。

集中力を高める子ども部屋

配色

睡眠


